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工事現場安全パトロールの実施報告 

災害対策安全委員会 
 

 平成３１年２月１５日、災害対策安全委員会による年度末工事現場安全

パトロールを実施しました。 

(１)工事件名：道路災害防除工事（30 西の 8） 進捗率 60％ 

工事場所：あきる野市乙津地内 

      主要地方道上野原あきる野線（第３３号）檜原街道 

発 注 先：東京都西多摩建設事務所 

請負金額：\53,103,975 円 

施工業者：㈱馬場組 

 法面の安定化を主体 

とした工事であり、急 

斜面の施工現場であり 

ながら施工ヤード内は 

整理整頓されておりま 

した。 

また、掲示物は写真等 

を用いて工事内容を分 

かりやすく表示説明を 

しておりました。 

あわせて、施工現場周 

辺地域の方々との関係 

も良好であると思われ 

ます。 

施工ヤード、入口ゲ 

ートに音声ガイドが流 

れるシステムを導入し、第三者侵入による事故対策もきっちりなされ

ていると感心いたしました。 

(２)工事件名：道路改修工事（西－草花の 8） 進捗率 7％ 

工事種別：道路改修工事 

工事場所：あきる野市 

草花地内 

発 注 先：東京都 

西多摩建設事務所 

請負金額：\283,000,000 円 

施工業者：成友興業㈱ 

一般都道伊奈福生線（第 

165 号）の道路拡幅を主体 

とした工事で、安全パトロ 

ール実施時は道路片側交互 

通行の交通規制を行い、歩 

行者用通路の拡幅及び仮設 

防護柵（A型バリケート） 

の設置を行っておりました。 

作業帯内には作業に必要 

なもの以外は置かず、大変 

見通しの良い状態で片側交 

互通行を行っていると感じ 

ました。 
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二
月
号
の
創
業
年
数
分
布
結
果
の
発
表
に
引

き
続
き
、
今
月
は
代
表
者
の
年
齢
分
布
結
果
に
つ

い
て
発
表
致
し
ま
す
。 

二
十
代
か
ら
十
代
お
き
に
七
十
代
ま
で
で
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。 

平
均
年
齢
は
五
十
六
．
四
才
で
し
た
。
内
訳
は

グ
ラ
フ
の
通
り
で
、
二
十
代
：
〇
％ 

三
十
代
：

三
％ 

四
十
代
：
三
十
一
％ 

五
十
代
：
二
十

八
％ 

六
十
代
：
二
十
四
％ 

七
十
代
：
十
四
％ 

で
し
た
。 

知
識
と
経
験
が
豊
富
で
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
五
十
代
の
経
営
者
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。 

 

ま
た
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
の
社
長
（
全
業
種
）
の
平
均
年
齢
は

五
十
九
．
七
才
で
あ
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し

て
い
る
よ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、
一
九
九
〇
年
の
平
均
年
齢
は
五
十

四
．
〇
才
で
し
た
。 

建
設
業
の
社
長
平
均
年
齢
は
五
十
九
．
〇
才

で
す
。 

不
動
産
業
の
社
長
平
均
年
齢
が
六
一
．
七
才
で

業
種
別
最
高
で
す
。 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
社
長
の
性
別
は

と
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

の
調
査
で
は
、
女
性
社
長
比
率
は
年
々
増
加
傾 

建設業年度末労働災害防止強調月間実施 
本月間：平成31年3月1日～3月31日 

主 催：建設業労働災害防止協会 

（会員が実施する重点事項） 

１．経営トップ等による年度末現場点検の実施 

（1）安全衛生管理体制及び 

安全衛生教育等の実施状 

況の確認 

（2）労働安全衛生関係法令、 

社内の安全衛生規程等の 

遵守状況について、パト 

ロール等による確認 
 

（3）繁忙期を考慮した作業工程並びに適切な労働時間と勤務体制

の確認 

２．倒壊･崩壊災害の防止 

（1）建築物等の解体工事における、構造物の事前調査に基づく、

作業順序・切断方法・控えの設置方法等、危険防止措置を盛

り込んだ施工計画及び作業手順の作成と実施 

（2）足場は強度及び風荷重を検討の上、壁つなぎ・控え・筋かい・

水平つなぎ等を十分に設けた、倒壊防止対策の実施と徹底 

（3）上下水道等の溝掘削工事等における、「土止め先行工法」の 

実施 

（4）「山岳トンネル工事の切羽における肌落ち災害防止対策に係 

                       (２面につづく) 

 

  作業工程の確認 
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向
に
あ
る
よ
う
で
す
。 

建
設
業
の
女
性
社
長
比
率
は
十
八
年
度
で
四
．
七
％
で
し
た
。 

世
界
を
見
て
み
る
と
、
日
本
の
女
性
役
員
比
率
は
ダ
ン
ト
ツ
最
下
位
で
三
％
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
最
高
で
三
十
五
％
だ
そ
う
で
す
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創業年数 
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 ２ 月 事 業 報 告  

１日 東京都建設局訓練実施に伴う、初動訓練実施に併せ

て、道路啓開協定業者全員参加 

（西多摩管内全７９路線点検報告訓練実施） 

６日 青梅商工会議所合同経営講習会開催  

６日 三多摩建設連合会３１年新年懇親会 （立川市内） 

１２日 広報委員会 ２９５号編集発行 

１５日 現場安全パトロール ４現場実施 

１５日 災害対策安全委員会 

１８日 事業委員会 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

  ３ 月 事 業 計 画  

１１日 事業委員会 

１２日 広報委員会 ２９６号編集発行 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2019 年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技学科士コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１０年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）  0428-22-6245 石川 

    日建立川校 担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

（１面より） 

 るガイドライン」等の遵守 

（5）斜面掘削作業等、崩壊 

のおそれのある作業場所 

では動態観測を行い、発 

注者、調査・設計者、施 

工者の三者共通点検表に 

基づく点検結果を関係者 

会議等で共有する等「斜 

面崩壊による労働災害の 

防止対策に関するガイドライン」に基づく、斜面崩壊災

害防止対策の徹底 

３.建設機械･クレーン等災害の防止 

（1）適切な機械の選定等のリスク低減措置を盛り込んだ施

工計画及び作業計画・作業手順書の作成と実施 

（2）車両系建設機械・クレーン等の転倒または転落災害防

止対策の徹底 

（3）作業範囲内の立入禁止措置や監視人の配置等、はさま

れ・巻き込まれ災害防止対策の徹底 

（4）荷のつり上げ作業時における、つり荷の下への立入禁

止措置の徹底 

（5）車両系建設機械･クレーン等の運転及び玉掛け作業に

おける、法令で定められた有資格者の配置の徹底 

４．墜落・転落災害の防止 

５．火災・爆発等災害の防止 

６．転倒災害の防止 

７．交通労働災害の防止 

８．不安全行動による災害の防止 

９．安全衛生教育の推進 
 

 

 

作業場所の点検 

◇ あ と が き ◇ 

今年度も終わりになってきました。 

温暖化の影響か降雪もなく仕事も順調に進んだのではな

いでしょうか。 

その一方、温暖化の影響で『花粉』も非常に多くなり、

私たちの建設業の仕事には非常につらい時期になってき

ました。スギ・ヒノキ・ブタクサと次々と襲いくる花粉

に皆様はどのように対応しておりますか？目鼻口と色々

な症状がありストレスを感じていると思います。マスク

や薬で花粉対策をしているとは思いますが、部屋に入る

ときに『花粉をつけない、持ち込まない、残さない』努

力をしてみてはどうでしょうか。 

広報委員会  

 

 

 

日本三大桜【山高神代桜】のご紹介 

今年も桜の開花予想が聞かれる季節となりました。 

桜の名所は西多摩にも多くありますが、今月は日本三大桜の一つで

山梨県北杜市にある【山高神代桜】をご紹介いたします。 

日本三大桜に指定されているのは、岐阜県の根尾谷淡墨（うすず

み）桜、福島県の三春滝桜、そして山梨県の山高神代桜で、いずれ

も樹齢が千年を超えるものです。 

山高神代桜は、推定樹齢が１８００年以上といわれるエドヒガン

ザクラで、神話の武将ヤマトタケルノミコトが東征の折に植えたの

が由来とされています。国の天然記念物に指定されており、実相寺

というお寺の境内に植えられているのですが、開花の時期には多く

の見物客で賑わい、周辺 

の駐車場は満車となって 

しまうほどです。 

開花の様子は北杜市観光 

協会のホームページから 

見ることが出来るので、 

桜の見頃の時期がわかり 

ます。この春、訪れてみ 

てはいかがでしょうか。 

また、隣の韮崎市にある 

「わに塚の桜」は野原の 

中にぽつんとたっている 

樹齢３３０年といわれる 

桜で、また違った趣があ 

りこちらもお勧めです。 

所在地： 

【山高神代桜】 

山梨県北杜市武川町 

山高 2763 番地 

（中央道須玉ＩＣより車で約 15 分） 

【わに塚の桜】山梨県韮崎市上山町北宮地 624 番地 

（中央道韮崎ＩＣより車で約 20 分） 

               〈広報委員会〉 

 

 

 

 

神代桜 

わに塚の桜 


